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１ 議席番号 ３ 番 大石   巌 議員 
開始予定時刻 

3 月 15 日 午前 9 時 

【中部電力㈱浜岡原子力発電所との安全協定について】 

川内、伊方、高浜などの原子力発電所は、立地自治体と県との同意だけで

再稼働が進められていることに、それぞれの地元住民から反対の声が起こっ

ている。 

 東日本大震災における原発災害の教訓から浜岡原発は、ＥＰＺ圏（防災対

策を重点的に充実すべき地域：おおむね１０ｋｍ）からＵＰＺ圏（緊急防護

措置区域：おおむね３０ｋｍ）内にある吉田町を含む５市２町も安全協定締

結の必要性が共通認識となり、昨年２月から中部電力㈱との協議が進められ

ている。 

 原発事故を防止するため、施設の変更を行う場合には１１市町の事前了解

を得るなどの実効性ある協定となることを望み、以下質問する。  

 

１  吉田町を含む５市２町及び静岡県と中部電力㈱との原子力安全協定の

意義及び協定の骨子とはいかなるものか。 

２  安心して暮らしたいと願う町民の声を反映させるため、原子力施設の変

更および原子炉の稼働を行う場合は１１市町の事前了解を得ることの条

件は入るのか。 

３  原子力施設の管理運営に起因する、住民生活、生産活動等への損害を補

償する条項はあるか。 

４  浜岡原発の再稼働、事故の発生に対する町民の不安は大きい。町民アン

ケートなど、意見集約して協定に活かすことは考えないか。  

 

 

 

 

 

２ 議席番号 ９ 番 増田 剛士 議員 
開始予定時刻 

3 月 15 日 午前 10 時 

【指定文化財及び歴史的文化財等の保護、活用について】 

第５次総合計画前期基本計画にて、文化財の保護と活用の課題として、「歴

史的、文化的に価値のある文化財は、後世に受け継ぐとともに、郷土への愛

着を深めていくための資料として保護・活用することが重要です。」と示さ

れている。 

また、吉田町教育大綱第３章基本方針にも同様に「郷土に愛着と誇りを持

ち続けて行くには、地域の歴史や伝統文化を学び、良いところを発見してい

くことが必要です。」とあります。 

町の多くの指定文化財、歴史的文化財及び民間伝承の保護、活用について

以下質問致します。 
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１ 町指定文化財の指定の根拠は。 

２ 町指定文化財所有者の管理に対する支援、補助は。 

３ 国、県指定文化財所有者に対し町の対応は。 

４ 文化財に関し児童、生徒への教育は。 

５ 町の歴史を物語る地域民間伝承に関し町の対応は。 

 

 

 

 

 

３ 議席番号 ４ 番 遠藤 孝子 議員 
開始予定時刻 

3 月 15 日 午前 11 時 

【組織機構改革による子育て支援と生涯学習における吉田町の将来像につ

いて】 

町長は施政方針において、「吉田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を

重点プロジェクトとして位置づけた「第５次吉田町総合計画及び前期基本計

画」が策定されたことについて述べられました。  

この計画を着実に推進するために、新組織が編成されました。 

そこで、次のことについてお伺いします。 

 

１ 子育て支援策の充実と教育の幼保小中連携の確立を目指し、「児童福祉

部門」「保育支援部門」を編成し新たに「子ども未来課」を設置しました。 

吉田町の子ども達を健やかに育むための一貫した施策はどのようにお

考えですか。 

２ 教育大綱に基づく教育の推進と地域連携の強化を図るため、教育委員会

に「生涯学習課」を設置しました。 

町民が学び続けられる新たな環境づくりをどのようにお考えですか。  

３ 「シニアカレッジ事業」の具体的な計画と期待する成果をお聞きします。 

 

 

【高齢者の居場所づくりについて】 

吉田町の高齢者支援事業がさまざま形で展開されています。  

さらに、新組織では地域包括ケアシステムの構築を目指すことが示されて

います。 

具体的なこととして、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすため住民

主体の「高齢者の居場所づくり」活動が始まっています。  

その実態と今後の支援対策についてお伺いします。  
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４ 議席番号１０番 藤田 和寿 議員 
開始予定時刻 

3 月 15 日 午後 1 時 

【吉田町まちづくり公社について】 

平成２８年度に設立される一般社団法人吉田町まちづくり公社は、第５次

吉田町総合計画基本構想案と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」にある賑

わいづくりや地域産業の活性化を促進する核となることが、町長の施政方針

と平成２８年度予算案で明らかになりました。 

具体的には、１つ目として、総合戦略の基本目標３「本町への新しいひと

の流れをつくる」ため、シーガーデンシティ構想の防災発信拠点の整備とし

て、「北オアシスパーク」の指定管理を委託すること。  

２つ目は、同構想の賑わい創出のための体制づくりとして、町内立地企業

と行政との連携を図るためのパイプ役を行うこと。  

３つ目は、「吉田町創業支援ネットワーク」の協力機関として、平成２７

年度補正予算の地方創生加速化交付金事業の企業創業支援を行うこと。  

４つ目は、同交付金事業としてまちづくり情報発信プラットホームの構築

を行うこと。 

５つ目として、広域連携による水産物等を活用した産業の活性化を図るこ

となどが予定されています。 

 そこで、上記事業展開を町と連携していただく一般社団法人吉田町まちづ

くり公社について、以下町長に伺います。 

 

１  民間ならではの切り口と言われています。上記各事業でどのような役割

を期待されていますか。 

事業ごとにお願いします。 

２  既存の団体でなく新たに設立することと、ＮＰＯ法人でなく一般社団法

人とされたのは、どのような理由からですか。 

３  どのような定款と人選で設立を想定されていますか。  

４  まちづくり公社負担金として、１，３３７万７千円予算計上されていま

す。 

また、その他関連する事業予算を合わせると、６，４００万円程の予算

規模となります。 

町との関係はどのような形となるのでしょうか。 

５  重要なシーガーデンシティ構想を担う公社です。 

有能なスキルと経験を持つ方に活躍していただくために、どのような形

での公募採用を望まれますか。 
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５ 議席番号 ８ 番 杉本 幸正 議員 
開始予定時刻 

3 月 15 日 午後 2 時 

【産業の育成支援について】 

平成２８年吉田町議会３月定例会において、第５次総合計画基本構想（案）

第３章「活力あふれる産業振興のまちづくり」の中に、地域に根付く産業を

育成・支援すると謳っておりますが、次の点についてお伺いいたします。  

 

１  農業及び沿岸漁業は、後継者及び新規就業者の確保が非常に厳しい現

在、町の対応及び対策についてお伺いいたします。  

２  農業の安定した経営のためには、農業生産基盤である農地の確保及び耕

作放棄地を有効利用するための町独自の施策はあるか。 

３  既存の商業は、大規模小売店舗やコンビニエンスストアなどの進出によ

り、経営者が減少するとともに、集客力が低下し厳しい経営状態です。こ

の対応についてお伺いいたします。 

４  町内の建設業及び設備業者等は、公共事業の減少や他市町業者との競合

により、大変厳しい経営が続いています。町は、公共工事を発注し、業者

を育てる必要があると考える。町の考えについてお伺いいたします。  

 

 

 

 

６ 議席番号 ６ 番 山内   均 議員 
開始予定時刻 

3 月 15 日 午後 3 時 

【公共下水道整備事業の見直し及び合併処理浄化槽普及の検討について】 

第５次吉田町総合計画前期基本計画、第６章 豊かな自然と共生するまち

づくり。下水道・浄化槽についてお聞きいたします。 

 公共下水道の整備については、事業計画区域の拡大が示されている。 

浄化槽の整備による生活雑排水対策では、合併処理浄化槽設置の促進が示

されています。 

平成２６年度末の整備面積は下水道事業計画区域面積３４０ｈａに対し、

２５９ｈａとなっています。 

全体計画区域面積は９２０ｈａであり、平成２６年度末の整備状況は２

８.１５％です。吉田町の面積は２，０８４ｈａですので、全体では１２.４％

です。 

しかも、事業開始以来２６年経過しています。進捗状況から推測して完成

までどのくらいかかるか心配しています。 

参考資料を提出させていただきました。 

平成２６年度末における「公共下水道事業費年度別事業費内訳表」を参考

にすると、公共下水道事業費は２１２億９，７５２万円となっています。 

公債費は８８億７，３００万円ということでした。 
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平成２６年度末までに費やした費用は、合計すると３０１億７，０５０万

円です。 

平成２６年度末の完了戸数は、２，９８９戸ですので、単純に計算すると、

１戸当たりの下水道整備費は約１，０００万円になります。 

一方、合併処理浄化槽の工事費は条件によって異なりますが、１戸当たり

約８０～１００万円位です。 

工事費まで補助しても下水道整備の１/１０位です、しかも、水道や電気

及び管理費用等は各戸でまかない税金への負担はありません。 

下水道事業計画区域外での合併処理浄化槽の設置には、国庫補助と県費の

補助があり、補助率は浄化槽本体の約４７％です。 

計画区域の設定の見直しによっては、設置補助金を多く利用することもで

きるのではないでしょうか。 

提出した資料「吉田町浄化槽設置費補助金支払実績一覧表」には、基数と

補助金額が示されています。 

平成２６年度までに１，４８６基利用されています。受益と負担の関係で

も、先の見えない下水道事業より合併処理浄化槽の設置の促進は合理的であ

ると思います。 

また、合併処理浄化槽設置補助金等を利用し、耐震工事やリフォームの需

要ができる可能性があるのではないでしょうか。 

ちなみに、合併処理浄化槽は台所等から出る雑排水も処理する能力と機能

を備えています。小さな浄化センターのようなものです。 

平成２７年度、２８年度に全体計画の見直しを行うということでした。 

以下質問します。 

 

１  進捗状況から推測して全体の完成までどのくらいの期間がかかると見

込んでいますか。 

２  完成までにいくらくらいの費用がかかると見込んでいますか。 

３  合併処理浄化槽設置のメリットは多くあると思います。どのような見直

しを進めていますか。 

４  受益と負担についても合併処理浄化槽の設置の促進は合理的であると

思います。どのように考えていますか。 

５  合併処理浄化槽設置補助を利用した単独から合併処理浄化槽への更新

を機に、住宅の耐震化も促すことができると思いますがいかがですか。 

 

 


